
稲城連立事業
（稲田堤駅～府中本町駅）

第1期連立事業
（武蔵小杉駅～第三京浜道路）

検討区間 ：約４.5㎞
（矢向駅～武蔵小杉駅）

踏切数：９箇所 凡 例

：ＪＲ東日本 東京圏環状線群
武蔵野線・京葉線・南武線・横浜線

：ＪＲ南武線

：川崎市域

H26

○ＪＲ南武線でこれまで行われた連続立体交差事業

事 業 主 体 川　崎　市
事 業 延 長 約　　3.9 km
総 事 業 費 約　350億円
除 却 踏 切 12　踏切
都市計画決定 昭和50 年11 月21日
高 架 切 替 平成 2年12月20日
事 業 完 了 平成 8年 3月31日

事 業 主 体 東 京 都　(稲城市)
事 業 延 長 約　　4.3 km
総 事 業 費 約　598億円
除 却 踏 切 15　踏切
都市計画決定 平 成 元 年 4 月 21 日
高 架 切 替 平成25 年12 月23日
事 業 完 了 平成27 年度（予定） 都市計画道路丸子中山茅ヶ崎線鶴川街道（都市計画道路多３・１・６）

ＪＲ南武線（本線）概要
・路線距離 ：３５．５ｋｍ（川崎駅～立川駅） ※神奈川県内：約２２ｋｍ
・駅数 ：２６駅（起終点駅含む） ※神奈川県内：１６駅 （川崎市内：１５駅）
・車両 ：６両編成（編成長 約１２０ｍ）
・踏切 ：７１箇所 ※神奈川県内：４５箇所（川崎市内：４１箇所）
・緊急対策踏切：２７箇所 ※神奈川県内：２４箇所（川崎市内：１８箇所）

361

ＪＲ南武線 位置図

武蔵溝ノ口



ＪＲ南武線連続立体交差事業

鹿島田踏切 向河原駅前踏切

【踏切の現状】

計画区間の９箇所の踏切のうち５箇所がピーク時間の遮断時
間が４０分以上の「開かずの踏切」となっており、交通渋滞や
安全性の低下など様々な問題を引き起こしています。

【平面図】

【縦断図】

【横断図】
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②下り線切換

③上り線切換

④完成

①現在

【施工ステップ】

ＪＲ南武線連続立体交差事業

【踏切の概要】

【計画の概要】

【事業の効果】
１．踏切遮断による交通渋滞・踏切事

故の解消
２．高架下等の空間が新たに創出
３．鉄道により分断されていた市街地

の一体化

【今後のスケジュール】

計画区間（延長）：矢向駅～武蔵小杉駅（約4.5ｋｍ）

踏切除却数 ：９箇所

駅数 ：３駅（鹿島田駅、平間駅、向河原駅）

総事業費 ：約1,387億円

道路として整備予定
Ｗ＝６～１２ｍ Ｗ＝５ｍ

（注1）

（注１）自動車BN（ボトルネック）踏切とは？
１日の踏切自動車交通遮断量（自動車交通量×踏切遮断時間）が５万以上の踏切

（注２）歩行者BN（ボトルネック）踏切とは？
１日あたりの踏切交通遮断量と踏切歩行者等交通遮断量（歩行者および自転車の
交通量×踏切遮断時間）の和が５万以上かつ１日あたりの踏切歩行者等交通遮断
量が２万以上になる踏切

（注2）

都市計画決定に向けた取組
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・高架下に生まれる空間は、店舗や駐輪場など従来から駅周辺にある施設だけではなく、様々な利用が可能になります。
・高架下利用の事例について紹介します。

自治会館
（ＪＲ南武線 武蔵中原駅～武蔵新城駅間）

公園
（ＪＲ南武線 武蔵中原駅～武蔵新城駅間）

災害用資材庫
（ＪＲ南武線 武蔵小杉駅～武蔵新城駅間）

保育園
（ＪＲ南武線武蔵小杉駅～武蔵新城駅間）

高架下利用の事例



・高架下に生まれる空間は、店舗や駐輪場など従来から駅周辺にある施設だけではなく、様々な利用が可能になります。
・高架下利用の事例について紹介します。

高架下利用の事例

運動施設
（東急東横線 武蔵小杉駅～新丸子駅間）

駐輪場
（ＪＲ南武線武蔵小杉駅～武蔵中原駅間）

商業施設
（ＪＲ南武線 武蔵中原駅）

図書館
（小田急経堂駅※東京都ＨＰより）



鹿島田駅のペデストリアンデッキ

現況平面図

至 立川至 川崎 鹿島田駅

支障となる範囲

ペデストリアンデッキ

至 新川崎

サウザンド
シティ

代替案検討断面図
鉄道を東西に跨ぐ形状の
ペデストリアンデッキを
整備することは困難

都市計画道路矢向鹿島田線

道路の建築限界4.7m

鉄道の建築限界6.0m

高低差約8m
至 新川崎駅

至 サウザンド
シティ

高さ約1.2ｍ

50％



鹿島田駅周辺のイメージ

鉄道を東西に跨ぐ箇所は撤去が必要となるが、
駅前に接続させる方針で詳細は検討中


